
マスタデータの GAP 分析   

 

© 株式会社プライド 2016 1  

 

１．本ガイドの趣旨 

 

厳しい経営環境の中、事業拡大や再構築を目的として、M&Aが行われるケースが多い。 

この M&Aによる経営統合によって課題となるのは「システム統合」である。 

「システム統合」を行うためには、既存システムの内容を把握し、違いを明らかにする必要

があるが、システムのブラックボックス化により容易ではない。 

 

本ガイドでは、システムの構成要素であるデータ（マスタデータ）を対象に、GAP分析方法

を紹介する。 

 

 

２．本ガイドの位置付け 

 

本ガイドは、システム統合等により、マスタデータの内容把握・GAP 分析が必要なケース

での利用を想定している。 

また、利用する局面は、弊社情報システム開発方法論のフェーズ１ アクティビティ B（現

状システム分析）において実施するもので、弊社情報システム開発方法論を補完する位置

付けである。 
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